
群馬県桐生市における生活保護違法事件

その後

2026年２月11日 中央社保協代表者会議

群馬県社保協 事務局長 町田茂
（群馬民医連常駐理事）
（反貧困ネットワークぐんま事務局）
（桐生市生活保護違法事件全国調査団）



自殺者を出す桐生市生活保護問題点は 2つあった。

①暴力団レベルの「水際作戦」と「硫黄島作戦」の同時遂行
「水際作戦」は、敵が島に上陸するのを水際で攻撃して阻止する作戦。申請権の侵害。

「硫黄島作戦」は、第2次世界大戦時に日本軍が米軍にとった作戦。敵を島に上陸させた

うえで殲滅をはかる。「水際作戦」「硫黄島作戦」を大規模に同時遂行したのは桐生市が初。

②刑法に違反した文書偽造の数々
生活保護の辞退届、廃止届、取下届、扶養届、領収簿、収入申告書等、文書偽造の常態化。

40人を超える公務員が組織的に文書偽造という「刑法犯罪」をおこなった疑いが、強く、

これも日本の福祉史上で桐生市が初めてとなる。



全く反省がない桐生市 10か月間の内部調査報告
｢水際作戦の指示はなかった。丁寧な就労指導をした｡｣

昨年10月7日 第三者委員会に桐生市が提出した内部調査報告

「みんな一生懸命だった」
「１日1000円分割支給は、生活のリズムが崩れている人
に必要な支援」

「最低生活費未満の収入でも、頑張れる人はいる」
「窓口で大声を出す来庁者に対して厳しく対応した」
「水際作戦を指示した職員はいなかった」
「丁寧な指導をした」
とこれまでの福祉行政を高く評価する報告書を市は提出した。
被害事例を主張する民医連や全国調査団に嘘つき扱いの対応



全ての指示役である退職した元福祉部長の回答
〇職員の対応について
• 生活保護の申請権を行使させないようにする対応をしていた認識を示
す者はいなかった。
• 申請希望者を排除する対応があったと認識を示す者もいなかった。
• 窓口対応で、市民から苦情があったと認識を示す者はいなかった。

〇生活保護が急減した要因
• ケースワークとしての自宅訪問をしっかりと行ったことで、桐生市は
不適切な申告をしても発見されるという情報が周囲に広がり、ある種
の反社会的な者が桐生市で生活保護申請をすることが減った。
→今年3月下旬の回答。反省ゼロ。生活に困窮した人を反社扱いしている｡



彼らは初めからルールの上にいなかった
私たち社保協の運動は、常にルールの中に

ある。私たちは、ルールを作って人権を守り、
ルールを拡充して社会保障を守る運動を推進
してきた。
彼らは初めからルールの上にいなかった。

この状況で、桐生市が唯一調査に協力を
する市長のもとに設置した「第三者委員
会」への働きかけが、桐生市問題解決の成否
を握るようになってきた。

写真第三者委員会の様子

右奥にいる４人の第三者委員の
審議を 20人の桐生市職員が注
視するという異様な光景。



国賠訴訟､刑事告発を起こし､桐生市に反省を求める
群馬民医連、県社保協、全国調査団、反貧

困ネットワークぐんま、どの団体が改善を申
し入れても、「人権侵害の証拠はあるのか」
「録音データなど証拠があるなら示してほし
い」と回答や資料提供を拒む桐生市。

こうした自治体は、違法行為を報道に晒す
こととや裁判でしか事実を明らかにできない。
そこで桐生市の一連の違法行為を認定させ

るため、国家賠償訴訟を桐生市に対して起こ
した。



また、今年2/12(水)文
書偽造をおこない、意図
的に生活保護を減少させ
た桐生市職員を刑事告発
した。確定すれば最低で
も懲役３年以上。

桐生市が自ら反省して
改善することを望む｡市が
組織的関与を認めれば職
員も不起訴になるはずで
ある。



桐生市生活保護業務の適正化に関する第三者委員会
所属氏名分野役職
群馬弁護士会前会長吉野 晶弁護士委員長

群馬大学社会情報学部小竹 裕人学識経験者副委員長
群馬県社会福祉協議会川原 武男行政経験者委員

群馬県社会福祉士会新木 惠一社会福祉士委員

副委員長の小竹裕人氏は福祉の知識がなく、桐生市がおこなう「桐生市シティブランニング戦略
会議」の実行委員長を務めていた。委員の川原武男氏･新木恵一氏は ともに前職が群馬県健康福祉
部長。管轄する桐生市生活保護の違法行為を見て見ぬふりをしてきた2人で、追求ができない。

第三者委員４人のうち３人は当事者であり、桐生市の息がかかった委員であるとわかっていたた
め、残る弁護士枠の１人が、民医連・社保協・反貧困ネットワークぐんま にとって重要だった。



第三者委員会に寄せられた 115件の情報提供
うち６件が桐生市職員による内部通報だった

〇群馬民医連と反貧困ネットワークぐんまが被害者に依頼して投稿した事例。
115件のうち 32件。ほかに群馬県医療ソーシャルワーカー協会の全面協力。

〇市役所職員の内部通報 6件（一部抜粋。いずれも問題職員の実名入り通報）
・保護係の職員による恫喝、罵声は日常茶飯事で、他課職員でさえ 聞くに
堪えない内容だった。しかし、誰も注意せず、だれも制止しなかった。
自浄作用がない。

・生活保護利用者について、「ろくでもねぇ」「あいつらはくず」と言って
はばからない職員がいた。

・職員がよく怒鳴っているのが、聞こえてきた。これは周知の事実だと思う。
・職場ではない場所で保護申請者の話をしていた。｢早く死んだほうがいい｣と







第三者委員会最終報告「組織的な違法」と断定



市長･副市長６か月減給 ｢悪しき慣行あった」



市職員７人を懲戒処分「信頼を失墜させた」



群馬県社保協の権力監視は終わらない
判明した違法行為は「氷山の一角」



県社保協らが県に生活保護改善要請して記者会見
山本知事が､翌日5/22に記者会見を開き､応える

写真は毎日新聞。一番右富岡SW（はるな生協）
会見は、産経を除く一般紙全紙が報道した。
県社保協として、桐生市、群馬県に改善を求める。



群馬県と共同で生活保護利用者のヒアリングを実施

群馬県が生活保護の水際作戦の調査に
乗り出し、群馬県社保協に協力を求める。

県社保協・民医連と群馬県の共同で
生活保護被害者のヒアリングを実施。

直接インタビュー ９件
被害ヒアリング報告 15件

あわせて24件の悪質な生活保護被害報告を
取りまとめた。



国賠訴訟、桐生市と和解

桐生市生活保護違法支給国家賠償訴訟

11/21桐生市と和解。実質全面勝訴。
原告は一切の譲歩無し。

①生活保護行政健全化計画をつくる
②桐生市生活保護行政の監視組織をつくる
生活保護利用者、有識者を入れた組織

③賠償金 40万円/人 （請求は25万円）



職員2人を文書偽造で書類送検

組織的指示があったか否か捜査での究明を望む



私たちがなんのために誰のために存在するか

10/4(土) 開催した桐生市での相談会。桐生市の生活保護利用者は、
まだ600人。もとの1100人に回復してはじめてスタートラインに立てる。
社保協のたたかいは、まだ始まったばかりである。



新しい地域社保協の準備始まる
吾妻社保協設立準備会立ち上がる

・二次医療圏に総合病院がない
産婦人科がない
小児科がない

・高血圧疾患死亡率全国１位
死産率 ３位

年金者組合、新婦人、憲法を暮らしにいかす会が母体。


